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施した。以下はその概要報告である。   




い。   

















－102－   
2t 出土遺物   
泉山口屋番所遺跡からは17世紀中頃以降、近代までの遺物が出土しているが、今回はそ  
の中から2つのグループの遺物を取り上げ紹介しようと思う。  





























（10） どで出土ないし採集されており、南方向けの製品と推定されている。15は樹木または山  




染付碗である。擦ると剥落してしまい、焼成は受けていないようである。   
《1680～1740年代》   
前記のグループの次に現れるものが元禄～享保年間を中心とした製品のグループであ  
る。前記のグループとは年代に隔たりがあり、その隔たりを埋めるような遺物はほとんど  
























－104－   
ある。今までの調査では登り窯そのものの調査は実施されてもその周辺地区の調査はほと  
んどなされていない。   
そして、登り窯以外の生産施設が検出された数少ない例が松山窯跡や赤絵町遺跡であ  
る。石川県加賀市にある江戸末期～明治初期操業の松山窯跡で登り窯付近に工房が検出さ  























ければをらない。   
今回の資料は当時の赤絵窯の立地状況を推測する上でも重要な資料となるであろう。  




－105－   
たと推測するのが妥当である。つまり、番所の東側すなわち外側に窯場があったとは考え  
にくい。よってこの時期には少なくともこの遺跡の地点には番所ほなかったものと推測さ  














（25） ぢ削こは内山。外山として区分されていたと推定されているが、それ以前については明らか  
ではない。また、口屋番所が属する皿山代官所が内山の白川に移されたのも寛保3年  
（1743）以前と推定され岩あみである。今後ほ各窯場の性格を明らかにした上で、内山。  
外山の製品の比較を綿密に進めていくしかなさそうである。   
逆に今回の泉山口屋番所遺跡の発掘調査はその内容を検討することにより内山・外山の  
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一107－   
泉山口屋番所遺跡位置図  
写真1染付花咲文皿（「慶安元年」銘） 写霧2 染付笹兎文皿  
写真3 染錦窓絵花樹文血  写鼻4 色絵圏線文皿  
泉山口屋番所遺跡出土遺物（1）  
－108－   
写真13 色絵皿  写真14 色絵唐草文碗（鉢）  
写真15 色絵碗（鉢）  写轟16 色絵人形（鶏？）  
写真18 赤絵具が付着した染付碗（鉢）  写真17 染錦変形皿  
写轟19 染付芙蓉手VOC文字皿  写真20 染付鳳風文皿  
泉山口屋番所遺跡出土遺物（3）  
－110－   
写轟5 色絵栗？文皿  写真6 色絵輪花皿  
写真7 色絵雲文端反碗  写真8 色絵型打変形皿  
写真9 色絵領袖白抜皿  写轟10 色絵草丈皿（左）色絵型打皿（右）  
写真11 色絵宝文皿  写真12 色絵宝文皿  
泉山口屋番所遺跡出土遺物（2）  
一109－   
